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「ようこそ、さくら咲くツアーへ」

在 生 の い ま学

　皆さん、こんにちは。さくら咲くツアー実行委員です。さくら
咲くツアーと聞かれて、イマイチピンと来ない方もいらっしゃる
のではないでしょうか？ さくら咲くツアーとは、一言で言うなら
ば、新入生皆さんの歓迎＆交流の場です。後述しますが、新入
生の皆さんをいくつかのグループに分け、在学生の皆さんから
募集したチューターさんと一緒に様々なプログラムを通して、
新入生皆さん同士の交流を深めてもらおうというものです。毎
年４月初旬に行っていますが、今年は４月３日（月）に行いまし
た。参加率は学部生の方で90％を超え、多くの新入生の皆さ
んに参加していただきました！また、天候にも恵まれ、清々しい
さくら咲くツアーとなりました。

　さくら咲くツアーでは、新入生の皆さんが交流しやすいよう
に、多種多彩なツアープログラムを用意しました。プログラムは
主に三部構成になっており、午前：部活・サークル紹介、午後：学
内めぐり＆王様ドッジボール、ツアー後：立食パーティーという
流れになっています。午前の部活・サークル紹介では、各団体さ
んにその活動内容や魅力を語ってもらうことで、新入生の皆さ
んに、自分の興味・関心のある部活・サークルについて知っても
らうきっかけづくりを行いました。午後の学内めぐり＆王様ドッ
ジボールでは、ツアーのグループを半分に分け、交代で上記二
つのプログラムを行ってもらいました。学内めぐりは、学内各所
にあるクイズやミニツアー・ミニゲームをしながら、滋賀大学に
ついてのいろはを知ってもらえるようにしました。王様ドッジ
ボールは、グループトーナメントで行われるゲームで、そこでも
新入生同士の交流を深めてもらえるような工夫を凝らしまし

た。そして、閉会
式では、ゲーム
の合計得点数
の高かったグ
ループを表彰
し、ちょっとした
景品をお渡しし
ました。
　ツアー終了後
の立食パーティーには、任意の参加にも関わらず、参加者の
９割以上の新入生の皆さんに参加していただきました。立食
パーティーは、学内の食堂で立食を行うことで、さらなる交流を
深めてもらおうというものです。以上のようなプログラムで、さ
くら咲くツアーを実施しました。

　無事さくら咲くツアーは終了しましたが、やはりこういった企
画を行う上で、何かしらの反省が挙がることはあります。現に、
今回のさくら咲くツアーでも、様々な反省が挙げられました。具
体的には、さくら咲くツアーの準備を行う開始日が遅かったり、
実行委員内での情報共有が不十分であったことなどが挙げら
れます。私たちさくら咲くツアー実行委員は、それらの反省を
真摯に受け止め、次へのさくら咲くツアーに活かしていかなけ
ればいけないと考えます。それは単に実行委員のためではな
く、紛れもない新入生の皆さんのためにです。さくら咲くツ
アーは新入生の皆さんが、おそらく初めて新入生同士の交流
を行う場です。その場をいかによりよいものにするか、それこ
そが実行委員の役目だと私は考えます。
　未来の新入生に、「ようこそ、さくら咲くツアーへ」と胸を張っ
て言えるように…！
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「データサイエンス学部に入学して」
　データサイエンス学部が開設され、第１期生となる学生も入
学してきました。今回は、３人の新入生から新学部に入学した
きっかけや、入学してから感じたことについて話を聞きました。

　近藤大貴さんは、高校時に経営工学に興味を持っており、
元々は滋賀大学経済学部を志望していましたが、新設される
データサイエンス学部が文理融合型であることに興味を持ち
受験を決意しました。データサイエンス学部ではプログラミン
グを主に勉強したいと考えています。藤山南々子さんは、高校
では理系でしたが、文理融合で幅広い勉強ができるデータサイ
エンス学部を志望しました。データサイエンティストが企業で
不足しているという現状を知り、データサイエンスの知識と経
験を積む意欲を持っています。河地卓哉さんは、文系で経済学
部を志望していましたが、日本で初となる学部の１期生になる

ことに魅力を感じデー
タサイエンス学部を志
望しました。人口推計の
データに興味を持って
おり、この分析を通じて
地域活性につなげたい
と考えています。

　自分の持っている知識や考えを相手にうまく伝えるには、プ
レゼンテーション力やコミュニケーション能力が必要になりま
す。３人は、現在「プレゼンテーション論」の講義を受講し、デー
タサイエンスに関する知識や、データ分析の結果を多くの人に
伝えていきたいと考えています。

　また、統計学を学ぶ上で必要となる数学の講義も始まってい
ます。藤山さんは、高校時代、数学に若干苦手意識を持ってい
ましたが、講義内容が丁寧だと感じており安心して聴講してい
ます。また、河地さんは、文系出身のため数学系科目について
いけるか当初不安を感じていましたが、文系の学生にも分かり
やすい講義であるという印象を受けたそうです。
　春学期はデータサイエンスのための基礎を勉強中の段階で
すが、これから少しずつデータサイエンス実践のための手法や
知識を学んでいきます。近藤さんは「名古屋大学や大阪大学と
いった大きな大学でさえ勉強できないことをここで勉強できる
ので、これからが楽しみ」と話していました。

　データサイエンス学部の新入生は１期生なので、直接の先
輩はいません。しかし、キャンパスでのサークル活動に参加す
ることで、学部内だけでなく、経済学部の学生らとも交流を広
げています。近藤さんは、海外インターンシップや留学生受け
入れなどの活動を行うアイセックという団体に参加していま
す。河地さんはアルティメットというスポーツのサークルに入
り、仲間と汗を流しています。藤山さんも部活あるいはサーク
ル活動への参加を考えていますが、選択肢が多く悩んでいる
そうです。

　このように、新入生は新しい学部で充実した学生生活を送っ
ています。一方で３人とも、卒業後どのような企業に就職でき
るのか、やはり初の学部で卒業生がいないためこの点は不安が
あるようです。しかし、データサイエンティストを必要とする声
は多くの企業や自治体から届いています。４年後に彼らが立派
なデータサイエンティストとして巣立つことができるよう、教員
も全力でサポートしていきたいと考えています。
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